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【 請 求 項 １ 】
　 カ ラ ー フ ィ ル タ 上 に 透 明 導 電 膜 が 形 成 さ れ た 透 明 導 電 膜 付 き カ ラ ー フ ィ ル タ に お い て 、
該 透 明 導 電 膜 は 、 厚 さ 方 向 に 接 し て 積 層 さ れ た ２ 層 の 酸 化 物 膜 を 含 み 、 該 ２ 層 の 酸 化 物 膜
は 同 じ 金 属 を 含 有 す る 酸 化 物 膜 で あ っ て 、 か つ 該 ２ 層 の 酸 化 物 膜 の カ ラ ー フ ィ ル タ 側 は １
． ９ 超 ２ ． ５ 以 下 の 屈 折 率 の 導 電 性 酸 化 物 高 屈 折 率 膜 か ら な り 、 該 カ ラ ー フ ィ ル タ と 反 対
側 は １ ． ５ 以 上 １ ． ９ 以 下 の 屈 折 率 の 導 電 性 酸 化 物 低 屈 折 率 膜 か ら な る 透 明 導 電 膜 付 き カ
ラ ー フ ィ ル タ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 透 明 導 電 膜 を 構 成 す る ２ 層 の 酸 化 物 膜 は 、 酸 化 ス ズ を 含 有 す る 酸 化 イ ン ジ ウ ム 膜 で
あ る 請 求 項 １ 記 載 の 透 明 導 電 膜 付 き カ ラ ー フ ィ ル タ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 導 電 性 酸 化 物 高 屈 折 率 膜 の 膜 厚 は ４ ０ ～ ６ ５ ｎ ｍ で あ り 、 前 記 導 電 性 酸 化 物 低 屈 折
率 膜 の 膜 厚 は ８ ５ ～ １ １ ０ ｎ ｍ で あ る 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 透 明 導 電 膜 付 き カ ラ ー フ ィ
ル タ 。
【 】
　

【 】
　

【 】
　

請 求 項 ４
前 記 導 電 性 酸 化 物 高 屈 折 率 膜 と 前 記 導 電 性 酸 化 物 低 屈 折 率 膜 の 膜 厚 の 合 計 が １ ０ ０ ～ ２

０ ０ ｎ ｍ で あ る 請 求 項 １ 、 ２ ま た は ３ 記 載 の 透 明 導 電 膜 付 き カ ラ ー フ ィ ル タ 。
請 求 項 ５
前 記 透 明 導 電 膜 付 き カ ラ ー フ ィ ル タ の シ ー ト 抵 抗 が ３ ０ Ω ／ □ 以 下 で あ る 請 求 項 １ ～ ４

い ず れ か に 記 載 の 透 明 導 電 膜 付 き カ ラ ー フ ィ ル タ 。
請 求 項 ６
前 記 カ ラ ー フ ィ ル タ は ガ ラ ス 基 板 上 に 形 成 さ れ て な り 、 前 記 透 明 導 電 膜 付 き カ ラ ー フ ィ



【 】
　

【 】
　 カ ラ ー フ ィ ル タ 上 に 透 明 導 電 膜 が 形 成 さ れ た 透 明 導 電 膜 付 き カ ラ ー フ ィ ル タ の 製 造 方 法
に お い て 、 該 透 明 導 電 膜 と し て 、 カ ラ ー フ ィ ル タ 上 に 、 屈 折 率 が １ ． ９ 超 ２ ． ５ 以 下 の 導
電 性 酸 化 物 高 屈 折 率 膜 と 、 該 導 電 性 酸 化 物 高 屈 折 率 膜 に 接 し て 導 電 性 酸 化 物 高 屈 折 率 膜 と
同 じ 金 属 を 含 有 す る 金 属 酸 化 物 膜 で あ っ て 屈 折 率 が １ ． ５ 以 上 １ ． ９ 以 下 の 導 電 性 酸 化 物
低 屈 折 率 膜 を 順 次 形 成 す る 透 明 導 電 膜 付 き カ ラ ー フ ィ ル タ の 製 造 方 法 。
【 】
　

【 】
　

【 】
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ル タ に お け る 前 記 ガ ラ ス 基 板 上 に 直 接 前 記 透 明 導 電 膜 が 形 成 さ れ て い る 部 分 の 前 記 透 明 導
電 膜 の 波 長 ５ ５ ０ ｎ ｍ で の 分 光 透 過 率 が 、 リ フ ァ レ ン ス で あ る 前 記 ガ ラ ス 基 板 の 波 長 ５ ５
０ ｎ ｍ で の 分 光 透 過 率 以 上 と な る 請 求 項 １ ～ ５ い ず れ か に 記 載 の 透 明 導 電 膜 付 き カ ラ ー フ
ィ ル タ 。

請 求 項 ７
前 記 カ ラ ー フ ィ ル タ は ガ ラ ス 基 板 上 に 形 成 さ れ て な り 、 前 記 透 明 導 電 膜 付 き カ ラ ー フ ィ

ル タ に お け る 前 記 ガ ラ ス 基 板 上 に 直 接 前 記 透 明 導 電 膜 が 形 成 さ れ て い る 部 分 の 前 記 透 明 導
電 膜 の 波 長 ５ ５ ０ ｎ ｍ で の 分 光 反 射 率 が 、 リ フ ァ レ ン ス で あ る 前 記 ガ ラ ス 基 板 の 波 長 ５ ５
０ ｎ ｍ で の 分 光 反 射 率 以 下 と な る 請 求 項 １ ～ ５ い ず れ か に 記 載 の 透 明 導 電 膜 付 き カ ラ ー フ
ィ ル タ 。

請 求 項 ８

請 求 項 ９
前 記 導 電 性 酸 化 物 高 屈 折 率 膜 の 成 膜 時 の 温 度 を 、 前 記 導 電 性 酸 化 物 低 屈 折 率 膜 の 成 膜 時

の 温 度 と 比 べ て 低 い 温 度 と す る 請 求 項 ８ 記 載 の 透 明 導 電 膜 付 き カ ラ ー フ ィ ル タ の 製 造 方 法
。

請 求 項 １ ０
前 記 導 電 性 酸 化 物 高 屈 折 率 膜 の 成 膜 時 の 雰 囲 気 中 の 酸 素 分 圧 を 、 前 記 導 電 性 酸 化 物 低 屈

折 率 膜 の 成 膜 時 の 雰 囲 気 中 の 酸 素 分 圧 と 比 べ て 高 く す る 請 求 項 ８ ま た は ９ 記 載 の 透 明 導 電
膜 付 き カ ラ ー フ ィ ル タ の 製 造 方 法 。

請 求 項 １ １
前 記 導 電 性 酸 化 物 低 屈 折 率 膜 の 成 膜 時 の 温 度 が １ ８ ０ ～ ２ ３ ０ ℃ で あ る 請 求 項 ８ 、 ９ ま

た は １ ０ 記 載 の 透 明 導 電 膜 付 き カ ラ ー フ ィ ル タ の 製 造 方 法 。
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